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開議　午前　９時５９分

〇議会事務局長（本間克昭君）　本日の会議に当たりまして、出席状況を報告申し上げます。

　ただいま委員９名の出席でございます。

　８番、髙野委員につきましては、所用により欠席の連絡が入っております。

　説明員は、町長以下 15 名の出席でございます。

　以上です。

　　　　◎開議の宣告

〇委員長（岩間修身君）　ただいま９名の出席を見ております。

　よって、定足数に達しております。

　直ちに本日の会議を開きます。

　暫時休憩いたします。

休憩　午前　９時５９分

再開　午前１０時０１分

〇委員長（岩間修身君）　それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。

　　　　◎議案第１号ないし議案第６号

〇委員長（岩間修身君）　それでは、平成 29 年度古平町一般会計予算の歳出から質疑を行います。

　 84 ページ、 85 ページ、１款議会費について質疑を許します。質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　質疑ないようですので、次に２款総務費、86 ページから107ページまで質

疑を許します。

〇９番（工藤澄男君）　 91 ページの 13 節の委託料の中に役場庁舎基本設計業務委託料とありますけ

れども、これについては例えば文化会館等もこの中に含まれているのか、それから土地はどこへ建てる

のかをお知らせください。

〇総務係長（松尾貴光君）　この 13 節の委託料につきましては、現在役場庁舎の検討状況につきまし

ては役場の中で町長を筆頭とする調査研究委員会を設置をしております。その中で今年度中に基本構想

という形で、どういった機能を求めてどういったことをやろうかというのを今検討している最中なので

すが、今年度中をめどにというのはちょっと作業の関係で今厳しいところですが、そのような形で考え

ております。次の役場庁舎の改築につきましては、複合施設としての観点からの検討も行っております。

複合施設といいますと、この文化会館の機能ですとか、決まったわけではないのですが、今検討してい

る内容としては岩内町のような保健センター、あと図書館、放課後児童クラブ等々、そういうものも今

現在検討しながらやっている最中でございます。その部分の方針がある程度固まって発注する際には、

この設計の委託料の中で検討していきたいなと思っております。改築の場所につきましては、現在地、
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文化会館の脇にありますゲートボール場の敷地とここの今現在文化会館が建っている敷地等をベースに

検討をしているところでございます。

〇９番（工藤澄男君）　今例えば図書館だとかいろんなものも一緒にやりたいというような話でしたけ

れども、資料館については今実際にほほえみくらすにありますけれども、あそこは早い話交通の便も悪

いし、ほとんど見に行く人がいないのではないかと思っていたのです。それから、もしそういういろん

な施設をやるのであれば、資料館も一般の人がすぐ来て見やすい場所につくったほうがいいと思うので

すけれども、その辺の考慮はどうでしょう。

〇総務係長（松尾貴光君）　現在この文化会館の中に町史に係る町史編さん室という部分もございます。

その機能の部分の引き継ぎ、あとそれと財源と規模の問題もあるのですが、現在検討している中に町史

並びに郷土の資料だとかの展示するスペースの部分については、常設になるものなのか季節ごとに入れ

かえるものなのかは別として検討はしております。

〇９番（工藤澄男君）　その件はわかりました。

　その次のページ、92 ページの企画費で、この中にほんの１万円の予算なのですけれども、庁舎、文

化会館の敷地賃借料とあるのですけれども、この部分はどこなのでしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　文化会館と役場の間の崖といいますか、傾斜のところに国有地が入ってお

ります。そこの部分の借り上げ料でございます。

〇９番（工藤澄男君）　私もそう言われて今思い出しました。

　さらに、今度 95 ページの 19 節負担金及び交付金の中で下から４行目にことひら子供会コミュニ

ティ助成事業助成金とありますけれども、この内容を教えてください。

〇企画課長（細川正善君）　ことひら子供会なのですけれども、お祭りに参加するために山、はんてん

などを、お祭りの参加用具を宝くじを財源とするコミュニティ助成金を使って整備するものであります。

ここで250万円、歳出で予算組んでいるのですけれども、同額歳入でも250万円組んであって、町をト

ンネルして子供会に払うものであります。一応お祭りに参加するための用具、道具を買うものでありま

す。

〇９番（工藤澄男君）　今までこの宝くじの助成はいろんなところで使っておりまして、うちの町内会

でも子供会があったときには町内会の子供会通したりして使う、ほとんど町内会単位で使っていたよう

に思うのですけれども、ここの人というのはこれ個人だと思うのですけれども、この事業費を使うのに

個人でも大丈夫なのでしょうか。

〇企画課長（細川正善君）　これは、個人ではなくて代表、ことひら子供会という組織をつくって、そ

こに助成するというもので、個人ではないです。申請上は個人ではないです。

〇９番（工藤澄男君）　確かにうちの町内会にも町内会としてという話はあったのですけれども、うち

の町内会で役員会を開いた結果、個人でやるものに対しては町内会としては協力できないのではないか

というような話で一応お断りした経緯があったもので、聞いたのです。子供会となっていますけれども、

実際に組織的にはきちっとした、例えばもちろん名前とかは役員さんがきちっと子供会、組織として出

していると思うのですけれども、それでよろしいのですか。

〇企画課長（細川正善君）　役場のほうに申請が上がってきたのは子供会ということで申請が上がって
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きて、それで役場を通して今申請している段階です。これまでコミュニティ助成を使うときには子供会

は一律対象外だったのですけれども、その活動内容などをお知らせして、今それがそもそもこの事業の

対象になるかどうかということを振興局のほうで審査をしている段階であります。

〇９番（工藤澄男君）　最後に、ちょっと内容だけ聞かせてほしいのです。99 ページの 13 節の委託

料の古平町の150年記念の記念誌作成と、それからその下にありますシティープロモーション、この２

つの内容だけちょっとお聞かせください。

〇総務係長（松尾貴光君）　まず、１つ目、開町150年記念誌作成業務委託料につきましては、開町

150年を契機として、町史まではいかないのですが、これまでの古平町の歩みを、150年になるのか、

前回開町100年のときに町史をつくっているとかというのもありますので、100年から 50 年間の歩み

を記念誌として残すのかというのはちょっと検討しているところなのですが、開町 150年を迎えて、

150年のこれまでの古平町の歩みについてまとめるような記念誌を作成をしたいと考えております。次

の古平町シティープロモーション業務委託料というのは、古平町の新しいシンボルマークとキャッチフ

レーズ、キャッチコピー、北海道も同じく150年を迎えたときに同様なことをしているのですが、そう

いうようなことの公募、そして著作権上応募されたものがほかに類似したものがないかとかというもの

の審査、その部分をお願いする部分の委託料となっております。

〇２番（堀　　清君）　ページ数が93 ページの 13 番の業務委託料なのですけれども、コミュニティ

バスのことについてちょっと聞きたいのですけれども、昨年から病院のほう開設しているのですけれど

も、先般午前中の診療で結構バスを待っている患者さんというのが多く見られたのですけれども、そう

いう中で、病院が開設しているときだけで結構ですので、時間的な間隔を狭めることができないのかど

うかということなのですけれども、どういうあんばいですか。

〇企画課長（細川正善君）　病院の患者さんが待っているので、バスの間隔を狭めてもう少し早くでき

ないかという質問だと思うのですけれども、コミュニティバスが１台のバスで町内をずっと循環して一

日じゅう走っている状況でありますので、現時点では間隔を詰めるとかということは難しい状況であり

ます。

〇２番（堀　　清君）　そうであれば例えばそれを解消するために別な車両を出すとかということはで

きないのですか。

〇企画課長（細川正善君）　今走っているバス以外にもう一台ということになると思うのですけれども、

費用の面から考えますと大変難しい状況であります。

〇２番（堀　　清君）　まず、せっかく受診しに来ていても、ああいう中で病室の待合室も結構な飽和

状態になってくると最後には立って待っているみたいな形の患者さんもあったのです。それは、全体の

診療時間で本当のごく一部だと思うのですけれども、そういうのもまず、せっかく受診に来て、まして

高齢の方々が大半ですので、そこら辺の対応、今年度できなくても次年度から対応をとるだとかという

形で考えてもらいたいと思います。

　それとあと、ページ数が103ページ、固定資産の評価の鑑定士の委託料なのですけれども、これは件

数的なものだとか、そういうのも加味した金額なのか、それとも要するに単年度で全部の固定資産を評

価するのか、そこら辺の細部的な内容をちょっとお聞かせください。
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〇財政課長（三浦史洋君）　ご質問の部分ですが、固定資産税の部分の路線価を評価する不動産鑑定士

の会社に委託しまして、路線価をつけていただく作業でございます。内容としましては、町内の町道、

全ての道路、市街地の道路を細かく分けまして、数にして373本、373路線の金額を出していただくも

のでございます。これにつきましては、固定資産の部分、３年に１度評価がえをいたします。それで、

29 年度はこの作業、その前年の本年度は標準の宅地の30 カ所設けまして、そこの部分の鑑定評価を

200万円台でやっていただいています。新年度は、300万円の予算規模で先ほど言いました路線の評価

をしていただくというものでございます。

〇３番（真貝政昭君）　先ほど質問がありました91 ページの委託料です。役場庁舎の設計なのですけ

れども、手順として、ことし基本設計をして来年実施設計と建設工事という手順になるのか、ことし基

本あるいは概略設計をして来年実施設計をして再来年建設工事という手順になるのでしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　調査のスケジュールなのですが、当初でいけばことしの３月までに基本設

計のベースとなる基本構想案をまとめまして、しかるべきときに議会の皆様の意見を聞きながら進めて

いきたいなと思ったのですが、いかんせんちょっと作業がおくれておりますので、その基本構想をまと

めると。その後基本設計という形で発注を29 年度に行いたいと。何でこのようなスケジュールになっ

ているかということなのですが、今回平成29 年度の地方財政計画、国のほうで役場庁舎の改築に係る

起債、いわゆる借金なのですが、今まで一般単独事業債という交付税バックのなかった起債しか借金と

して庁舎の部分については起こせませんでした。それが平成29 年度から 32 年度までの間に限り、交

付税が若干充当される事業が示されました。これを町としては活用したいと、それを活用できるような

スケジュールを何とか立てていきたいなというふうに今検討を進めております。32 年度までに建築を

終了するということになると、本工事にはおよそ２年間かかるかと思いますので、逆算をしていくと平

成 29 年に基本設計、30 年に実施設計、31 、 32 でたたく、工事をするというのが、今現在出てい

る現状では時限で交付税措置があるという制度を活用するためには、そのスケジュールに乗るしかない

のかなというふうに考えております。

〇３番（真貝政昭君）　設計でほとんどよしあしが決まってしまうということもありまして、この前段

の基本構想と基本設計にいろいろと説明をしていただいて、意見を述べられるチャンスを議会側と町民

側に与えるべきだという前提で申し上げますけれども、今説明あったように制度そのものが急がれてし

まったということで、また窮屈なスケジュールで走るということになってしまいましたので、そこら辺

慎重に対応してほしいなと思うのです。それで、町民側、それから議会側がいろいろと説明を聞いて、

意見を述べられる、そういうチャンスの期限といいますか、基本設計をまとめる作業もありますから、

何月くらいまでがそういうリミットなのかという、その中でやはり議会側としてもいろいろと勉強しな

ければならないというスケジュールがありますので、それを伺いたいと思います。

〇総務係長（松尾貴光君）　現段階で説明できるような調査、本当に役場もうちらも勉強中というとこ

ろの部分が多々ございます。ですが、通常の例からいきますと来年度基本設計というもの発注すると年

内にはあらあらのものができるのかなと。ただ、その修正については、小学校のときもそうなのですが、

基本設計、実施設計でも意見があって、その意見を受けて修正をするというのは可能だと考えてござい

ます。
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〇３番（真貝政昭君）　そしたら、基本構想みたいな、先ほど図書館だとか保健施設だとかいろんな機

能を備えたという内容が盛り込まれるみたいなのですけれども、それには一切議会側も関係しないでき

たわけなのですけれども、そういうものに対して意見を言える期間というのは３月いっぱいしかないと

いうことなのでしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　この基本構想案というのは、基本設計の発注前までに案がとれたような状

態にしたいと思っております。説明できるような段階、今いろいろ本当に調査しています。事務所だけ

でなく複合施設にすることによって例えば今どきいう既存の文化会館部分の補助金を活用することがで

きないかですとか、岩内のように保健センターを併設して、その部分で補助金を入れることができない

か、放課後児童クラブというものを設けて補助金をつけることができないか、要は庁舎の部分を狭めて

なるべく町の負担を少なくするように本当に調べている最中でございます。そのようなものがある程度

こういうような機能を持ちたいのだとかというような町の構想、イメージができた段階で、どういう形

になるかわかりませんが、そのご意見を伺う機会を設けたいとは考えております。

〇３番（真貝政昭君）　基本設計を平成29 年度中にやるということだから、逆算していけば大体何月

ころまでにそれが意見を聞いたりしてまとまる、まとめるというような概略は出るのではないでしょう

か。基本構想を設計する会社に提出して、そしてその中でもいろいろと意見を聞いたりして変えていく

ことができるという説明でしょう。だから、３月いっぱいまでから逆算して、基本設計をやるには２カ

月なり３カ月かかるとして、それからこちらのほうだから、12 月から逆算して９月の間に基本設計の

概略ができて、いろいろと手直ししたりする期間を設けたとすれば、９月くらいまでにはそういう意見

交換ができるだとか、そういうスケジュールを立てるべきではないのでしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　現段階で明確な何月というのもちょっと言うのは厳しいのですが、秋ごろ

から年内にかけてそのような意見を町民の方、議会を含めて聞くような機会を設けて、基本設計を年度

内にまとめ上げるというようなスケジュールで仕事を進められたらなと考えております。

〇３番（真貝政昭君）　お聞きしましたら小学校を建設するときの本当に設計期間の短い中で走ってし

まうという状況みたいですから、やっぱり慎重に対応していただきたいなと思います。

　次に行きます。97 ページで職員の福利厚生で産業医報酬だとか健康面での業務委託がありますけれ

ども、職員の健康状況について総務省なりから最近の動きとして何か指示なり、そういうものがあるの

でしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　職員の健康状況の把握、管理につきましては、総務省のほうからといいま

すか、労働安全法の改正によりまして、97 ページ、職員の動向を判断するために従来の健康診断プラ

スことしから、平成28 年度からストレスチェックという制度の実施も行っております。それについて

は、総務省等々からの通知のとおり行っております。

〇３番（真貝政昭君）　疾患の種別によって個人ばらばらに診断、病院なりを自分で決定してやるとい

うことを病気の種別によって１カ所に指定するだとか、そういうような方向が最近出されているという

ふうに伺っているのですけれども、そういう内容のものはありませんか。

〇総務係長（松尾貴光君）　現状まだうちの役場のほうにそのような通知は届いておりませんので、把

握をしておりません。
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〇３番（真貝政昭君）　黒松内の町議の医療関係に従事している方から伺ったので、最近の動きとして

総務省からそういうような通知といいますか、出ている由のお話を伺いましたので、ひょっとしたらあ

るのかなということでお聞きしました。

　それと、次に移ります。99 ページの町史編さん嘱託員賃金が計上されておりますけれども、変動は

なかったですか。

〇総務係長（松尾貴光君）　ご質問の内容の変動というのは、賃金の金額の変動ということでよろしい

でしょうか。町史編さんの嘱託員につきましては、今現状村井先生が12 月いっぱいで退職されました。

昨年までについては報償費ということで月３万円支払いをしているところでございました。開町150年

を間近に控えまして、記念誌ですとか歴史関係の資料、そして現状の、今の資料の収集だとかというの

をやっていただける方を探したいな、雇いたいなということで予算を計上させていただいております。

この年間180万という金額については、今現状の教育委員会に配置している不登校支援員の賃金をベー

スに予算の計上をさせていただいております。

〇３番（真貝政昭君）　退職されたというのを初めて伺いまして、かねてより継続ということで学芸員

の配置というのを提案してきたのですけれども、それに向けて今後という方針はあるのですか。

〇総務係長（松尾貴光君）　この金額上からいきますと学芸員というところまで求めるのはつらいのか

なと思うのですが、なるべく郷土史等々に詳しい方を今探そうというふうに努力をしております。

〇３番（真貝政昭君）　だんだん古いことがわからない世代に入ってきていますので、純粋にそういう

専門的な方を配置して、歴史を引き継いでいくという流れをつくっていただきたいなと思います。

　次に、105ページです。選挙費です。新地方面の西部集会所が新地町内に新年度から配置されるとい

うことなのですけれども、投票所の関係です。西部方面については国道近くに集中しているという不便

さがつきまとっているのですけれども、現在の西部集会所が解体、取り壊しということで、現在幼児セ

ンターが投票所になっていますよね。そこと漁港会館の２カ所でしたけれども、途中で投票される方の

区域を変更したときがありましたよね。今回の商工会に１カ所西部集会所が移るということで、投票さ

れる方の区域の見直しがあってしかるべきでないかというふうに考えているのですけれども、その点は

町長選挙には間に合わないかと思いますけれども、検討の余地があるのではないかというふうに思って

いるので、説明お願いします。

〇総務係長（松尾貴光君）　今の北海信金古平支店の購入後の活用方法で、投票所を設けるというよう

な検討も一つかと思います。今あそこに仮に設けたとすれば、ちょうど幼児センターと漁港会館の中間

地点という形になるかと思います。投票所として活用できるかというのは、選挙管理委員会として検討

する事項だとは思っております。

〇１番（木村輔宏君）　まず 89 ページ、ちょっとわからないので聞きたいのですけれども、委託料、

13 節の財務処理作成アドバイザリ業務委託料って、これちょっとわからないので、説明していただけ

ますか。

〇財政課長（三浦史洋君）　これにつきましては、本年度予算で地方公会計制度の部分で委託料という

ことでやってございます。これを年度末まででかしまして、今後この下にもございますようにシステム

の保守や使用料の部分がかかってございます。それとともに、29 年度のみ作業を処理するために公認
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会計士さんに手伝っていただきまして、きちんとこの財務書類を作成するなり入力するなり、あとさま

ざまな総務関連のお話をアドバイス受けるための費用でございます。ちなみに、１回３万円ということ

で、予定としては18 日分ということで29 年度のみ計上させてもらいます。知識をいただくというと

ころでございます。

〇１番（木村輔宏君）　次に、 91 ページ、先ほども真貝委員さんからあったお話になるのですけれど

も、役場庁舎建設の基本設計の件になりますけれども、同じようなお話をちょっとするかもしれません

けれども、小学校をつくったときには早急に設計した中で動いていって、議員の方々の助言にはなりま

せんけれども、構想的なものについてちょっと時間的に短かったのかなという件がございますので、大

まかな面でも出てきたら、何度でもいいですから議会のほうとの対応もしてくれたらありがたいなと思

うのですけれども、その辺の概要、詳しく中身を説明してくれということでなくて、こういうことがあ

りますよ、こういうのどうですか、取り入れていいですかというお話はできないでしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　ちょっと私先ほど真貝議員の答弁に説明が足りなかったのかなと思うので

すが、基本構想案というものが固まり次第説明をする機会をいただきたいなと思っております。

〇１番（木村輔宏君）　今係長の話でありがたいなと思ったのですが、ということは役場庁舎だけでな

くて、今回つくるのは古平町全体のものを網羅した中でつくっていくと私は捉えているのですけれども、

とすれば町民が使いやすい、何かしたときに使いやすい。私も年寄りの部類になって、年寄りになって

きたらどんなふうにしたら上がりやすいか、例えば文化会館でも２階に上がるといったら年寄りは大変

だなという全体のものを考えて構想的につくっていただけるということでいけば、やっぱり早目につ

くって、考えていただきたいというふうに思いますけれども、これは答弁要りません。

　次に、 93 ページの明和地区集会所改築工事の件なのですけれども、改築することはすばらしく、よ

いことなのですけれども、その下のほうに備品購入で169万3,000円、備品購入費32 万1,000円等と

かあるのは、これは町側で考えた備品の整備なの、それとも明和地区の方々がこういうものが必要です

というもので捉えて、こういう備品を購入するのでしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　明和地区集会所の備品の購入については、明和といいますか、畑方面の町

内会のご意見伺いまして、今座卓というか、座って何でも事業をしているということですので、普通の

テーブルと座って椅子でイベントができるようにというもののテーブルと椅子の金額です。大体多くて

40 人から 50 人、神社のお祭りですとか地域の行事で集まるとかというのがございますので、その部

分の備品の購入については町内のご意見伺いながら予算を計上したというところでございます。その下

段の備品購入費32 万1,000円というのにつきましては、通常の役場の中で、何がというわけではない

のですが、壊れた備品を補充するというための予算でございます。

〇１番（木村輔宏君）　次に、 95 ページの高速で行こう！北しりべし地域魅力発信協議会負担金32

万、これ古平町で高速に何か使われるのですか。

〇企画課長（細川正善君）　こちらにつきましては、１月に行った議員全員協議会でもちょっとご説明

したのですけれども、平成30 年に余市町に高速のインターが開通されると。それで、北後志６市町村

で一体となってＰＲ活動をしましょうということでつくった協議会の負担金の金額であります。

〇１番（木村輔宏君）　というのは、これは観光的なもので必要ということなの、それとも高速道路が
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できるから、便利ですよという意味で協力しましょうという、どっち側のことなのですか。

〇企画課長（細川正善君）　高速道路ができますので、その地元周辺の近隣町村をもっともっとＰＲし

ましょうということが目的ですので、どちらかといえば観光的な要素を多分に含んでいるものだと思い

ます。

〇１番（木村輔宏君）　それから、その下のことひら子供会コミュニティ助成金の件で先ほどもちょっ

とお話があったのですけれども、実際に今回もあったことですけれども、ＮＰＯ法人みたいなもので対

応する方々のことについて、きちっと対応できるような物事と言ったらいいのですか、代表が誰で、こ

れがどうで、どうなりますかというところまで落としていって、それでもってよしというふうな形をつ

くるのか、例えばＮＰＯ法人みたいなものをつくり上げた中でこういう助成をするのかということにな

ろうと思うのですけれども。

〇企画課長（細川正善君）　先ほどもちょっと言ったのですけれども、事業主体が町内会に属さない子

供会なんかはこれまで一律対象外でありました。今回申請が上がってきた中で子供会という組織の体裁

は整っておりました。それで、私たちのほうとしては振興局経由で申請をしております。あとのそこで

対象になるかどうかというのは、振興局ないしは宝くじ財団のほうで判断ということになります。

〇１番（木村輔宏君）　悪いことでないのですけれども、ということはこういうものとして組織として

古平町では認めたという考え方でよろしいですか。

〇企画課長（細川正善君）　組織としての体裁がきちんと整っておりますので、町としてトンネルして

申請をしたということです。

〇１番（木村輔宏君）　というのは、私もわからないので聞くのですけれども、こういう組織ですと、

だとすればよろしいですという何かがあるのですか。例えば先ほどのお話で、対象の町内会長さんと

言ったらいいか、議員さんと言ったらいいか、町内会長さんのほうではこういうのではちょっと無理で

すよということでお断りしたという経過が今お話ありましたよね。というのであれば、違う形でもって

きちっと組織がこうですという物事で許可しますということでよろしいですか。

〇企画課長（細川正善君）　組織として役員がいて、規約が決まっておりまして、その目的もきちんと

定められているので、町としてはコミュニティ助成の対象になる可能性があるということで申請をした。

申請が上がってきたのをさらに振興局のほうに申請したということであります。

〇１番（木村輔宏君）　次に、 99 ページ、先ほどもお話がちょっとありましたけれども、古平町開町

150周年記念誌作成という委託料ということで、これは来年、すばらしいことだと思うのですけれども、

この行事に記念誌だけでなくてやっぱり記念式典等をやるだろうと思うのですけれども、この予算とい

うものがこの中ではもちろん入っていませんけれども、そういう予算づけもしていかなければ、来年の

150周年、さて３月になりまして予算をつくりますということになるのでしょうか。

〇総務係長（松尾貴光君）　開町150年の節目となる年が平成30 年になります。なので、その式典だ

とかの部分の予算については平成30 年度の予算に計上されるのかなと思います。平成30 年度中の事

業となりますので。ただ、今年度予算の計上をさせていただいたこの２本については、平成 30 年に

やって平成 30 年にすぐできるというものではなく、１年前、平成29 年度から用意をして150年の平

成 30 年に披露したいというイメージのものを今年度予算として計上させていただいております。
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〇１番（木村輔宏君）　ということは、逆を言えば150年というものに対して、150周年記念式典にこ

れが間に合わないから、やるわけですね。今この編さんというか、記念誌作成の委託料を計上したわけ

ですよね。それから、もう一つは、町史編さんもこれも150周年に向けてという意味のことになろうと

思うのです。とすれば、一番メーンが150周年の式典云々の問題がやっぱり重要な問題だろうと。その

ためにこういうものをやるわけですから、とすれば予算づけも必要ではないのかなというふうに考えら

れるのです。決して何百万がどうこうではなくて、そういう委員会をつくって、どういう式典をやるの

か、どういうものをやるのかとすれば、これは10 万がいいか、100万がいいか、1,000万がいいか、

それわかりませんけれども、そういう委員会をつくる必要があるのではないのかなという意味の予算づ

けなのですけれども。

〇総務係長（松尾貴光君）　開町150年記念事業の進め方については、10 月の議員協議会でもお話し

しておりますとおり、そのような住民組織を立ち上げて記念事業へ向かっていこうという段取りでおり

ます。平成 29 年度中から検討を重ねようという方針ではおります。その準備に向けた会議の委員の報

償費ですとか、そういう部分の予算づけがないのかということを質問されているのかと思うのですが、

その部分については今回の予算では計上しておりません。

〇１番（木村輔宏君）　ということは、この次の６月になるか、議会までにそういうものを計上したほ

うが、委員さんもしかりですけれども、いろんな行事をやる予算というものが必要だろうと思いますの

で、これはできればそのあたりにやっぱり必要だろうと思います。それはそれで、これからそっちのほ

うについてはやっていくのだろうと思います。

　それと、 99 ページのふるさと納税事業費の中の賃金で臨時事務職員賃金が335万3,000、これは金

額は別といたしまして、通年的にこのふるさと納税を継続していくとすれば、臨時というより通年とい

う形で捉えたほうがいいのではないかと思うのですが、どんなものでしょう。

〇企画課長（細川正善君）　現在もふるさと納税に携わる臨時職員１名配置しております。29 年度に

つきましては、この予算の中身としては通年１名と本当の繁忙期になります10 月から１月までにその

１名以外に２名の臨時職員というふうに考えて予算計上しております。

〇委員長（岩間修身君）　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、 11 時５分まで休憩いたします。

休憩　午前１０時５２分

再開　午前１１時０３分

〇委員長（岩間修身君）　それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。

　次に、３款民生費、108ページから125ページまでと地域福祉センター費指定管理料の説明資料であ

ります200ページ、201ページの質疑をあわせて許します。質疑ございませんか。

〇３番（真貝政昭君）　資料では 48 ページ、 49 ページになります。本表では111ページになります。

スプリンクラーの設置工事請負については先日の議員協議会で説明を受けたので、省略するとして、そ
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の上のほうにあります地域福祉センターの排煙窓装置交換工事請負費があります。それで、ダンパーの

部分の補修ということなのですけれども、箇所数、窓が写っていますけれども、何カ所の窓なのか、わ

かれば伺います。

　それと、あわせてあの建物、地域福祉センターと元気プラザのほうのホールみたいなところの上部、

保健福祉課に近い部分ですけれども、やっぱり排煙窓がありますけれども、この排煙窓の拡大写真を見

ると開いた窓のほかに何かしら窓らしきものがあるのですけれども、これ網戸なのでしょうか。網戸で

あれば換気の際に虫が入ってくるのを防ぐあれなので、よいかと思うのですけれども、そういう網戸が

ついていないものなのかどうか、それを確認したいのです。地域福祉センターのほうの窓についてと、

それから保健福祉課に近いほうの排煙窓の網戸の設置状況です。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　まず、１点目、地域福祉センターの排煙窓、全部で20 カ所ございま

す。そのうち８カ所が開かない状態、それから２つが完全に閉まらない状態、要するに20 面中半分が

何らかの故障を起こしております。

　それと、２つ目の網戸の件ですけれども、地域福祉センターの排煙窓には網戸はついておりません。

元気プラザの排煙窓には網戸が設置してあります。

〇３番（真貝政昭君）　地域福祉センターのホールの換気については網戸設置工事先般やられて、改善

されましたけれども、空気の流れとして暖かいやつが上に行きますから、換気するためにも快適な夏の

期間過ごすためにもやはり網戸設置は不可欠ですので、保健福祉課のほうに近いところが設置している

のであれば、補正予算ででも設置すべきだというふうに考えています。その方向性は、必要性について

検討課題になっているのでしょうか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　地域福祉センターの夏場の換気の関係については以前に真貝委員のほ

うからもご指摘ありまして、それで窓を改修して、網戸設置してやってございます。さらに、職員の

方々の工夫で扇風機を使って風を流すようなことをやってございます。さらにこの排煙窓を使って空気

の流れというものを変えていくかどうかということについては、さらにデイサービスの職員等とも話し

ながら、その必要性があるのかないのか、あるのであればどういう形がいいのかということを今後検討

していきたいなと思います。

〇３番（真貝政昭君）　無風の場合なんかは特に効果を発揮すると思われるので、ぜひ検討してほしい

なと思います。

　次に、ちょっとページは入り乱れますけれども、121ページの児童福祉費、委託料の子供のための教

育、保育委託費について説明してください。

〇民生課長（五十嵐満美君）　子供のための教育、保育委託費ですが、昨年度までは幼児センター費の

中に保育所広域入所委託料という名称で委託料を計上しておりましたが、子ども・子育てに関する制度

が変わりまして、名称も変えまして、子供のための教育、保育委託費という名称で児童福祉費のほうに

計上しております。中身としましては、広域入所の分です。余市町に通う予定の子供さんがおりますの

で、そちらの分の委託料を計上しております。

〇委員長（岩間修身君）　暫時休憩いたします。
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休憩　午前１１時１３分

再開　午前１１時１３分

〇委員長（岩間修身君）　会議を再開いたします。

〇７番（山口明生君）　今福祉センターの排煙窓の件のお話が出たのですが、私の認識では排煙窓とい

うのは火災のときの非常用で、煙をスムーズに逃がすための窓で日常換気のために使うものではないと

いうふうに認識しておりまして、煙をスムーズに逃がすためには網戸がないほうが煙はよく出ていくと

いうこともあって、そういう設計になっていたと思ったのですが、いかがでしょうか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　委員ご指摘のとおりでございます。全くもってそのとおりでございま

すが、本来でいくと排煙窓という目的からするとそういうことになるのですけれども、新たに高いとこ

ろに、この 48 ページの絵でもわかるとおり排煙窓の下にガラス窓がございます。そちらを直して通常

の窓にして、あける状態にして、そこに網戸をつけるとなると大がかりな工事になってしまいます。そ

の経費を選択するのがいいのか、それとも多少本来の目的ではないですけれども、この排煙窓を利用さ

せてもらって換気に使えればということも、経費節減ということを考えればそういう使い方もできるの

かなということで真貝委員のご質問に答えているつもりでございます。

〇７番（山口明生君）　今の説明よくわかります。あるものを有効に使うという点ではいいと思うので

すが、排煙窓ってワイヤ式になっている関係、使えば使うほど当然消耗しますし、ふだん使っていて故

障して非常時に使えないでは全く本末転倒と言わざるを得ない部分もありますので、私昨年夏、福祉セ

ンターに行ったのですけれども、窓を直しましたよね。あと職員の方の工夫で風を通しているというこ

とでもかなり涼しかったという印象がありまして、排煙窓まで使う必要が今ないのではないのかなとい

う印象でありまして、やっぱり非常用のものは非常時に使うという本来の目的で使うべきではないかな

と思いますけれども、いかがでしょうか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　あくまでも排煙窓利用というのは苦肉の策だと思っております。それ

よりももっといい方法、お金のかからないでいい方法が見つけられればその方法をとっていきたいと思

いますので、いずれにしても福祉センターでデイサービス事業をやっている職員、もしくは利用されて

いる利用者さんのご意見を聞きながら、どこをどうさわると改善できるのか。本当に昨年の改修工事で

かなり改善されたと思っております。さらに快適性を求めるのであれば、いいことができないのかとい

うことは、現場とも協議しながらいい方法を探っていきたいなという意味で答えてございます。

〇９番（工藤澄男君）　113ページ、委託料で、いつも私聞くことなのですけれども、高齢者の緊急通

報委託料というのがありまして、現在何台を設置、何台といいますか、何件設置して、さらにまだつけ

る余裕の台数があるのか、ちょっとお聞かせください。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　 28 年度中、最多で51 件の実績がございます。この２月末現在では

50 件でございます。一応この委託費317万6,000円というのは50 件の予算であります。ただ、この

機械等全て業者からのリースでございますので、要望がございますれば台数はふやしていけるのかなと

思います。その際には、いつの時点かわかりませんが、補正予算をお願いすることになるかと思います。

〇９番（工藤澄男君）　わかりました。
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　次に、117ページ、 19 節の負担金補助及び交付金で高齢者の屋根の雪おろし助成金というのが載っ

ていますけれども、これは対象者が何人で、実際にどの程度利用したのかお聞かせください。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　町内全域の対象者となられる方の人数は、ちょっと今頭の中にござい

ません。ただ、予算としては50 件分、 50 人分の予算を28 年度も用意しておりました。29 年度も

50 件分を予定しております。 28 年度２月末現在の実績としては、 12 件の実績でございます。

〇９番（工藤澄男君）　 50 件で100万ということになると１件２万という、１万、50 件で100万で

なかったのですか。もう一回。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　申しわけございません。言葉足らずでございました。対象件数として

は 50 件で、年に２回まで許可しますということで、１回１万円の50 人分、２回分ということで100

万円の予算計上してございます。

〇９番（工藤澄男君）　１回１万円ということですけれども、実際に古平町でいろんな雪おろしなどを

やっている人方の単価を見ますと、例えば１日かかれば１万円では済まないですよね。大体雪おろしと

いうのは意外と単価少し高くなっているのです。これはどこでもそうなのですけれども、だからこれ１

万円でもいいのだろうけれども、そういう点ももうちょっと考えて、例えば雪おろしをしてくれる人方

が少しでもお金取れるようにするのが妥当かなと思うのです。やはりある程度その相場というものもあ

りますので、その辺もちょっと加味していただきたいと思うのですけれども。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　この事業を始めるに当たって、ある程度調査はさせていただきました。

そういった中で、雪おろしの度合い、それからおろした雪の処理を含めてとかいろいろなパターンがあ

るかと思います。私のほうで把握しているのは安い形で３万円ちょっとからで、かかるところだと５万、

６万という金額がかかっているというのは知ってございます。この事業を始めるに当たって、今までな

かった新しい事業です。まずは、１万円から始めていこうという形で進めてございます。通常の補助金

という考え方をしていくと通常２分の１補助だとか３分の１補助だとかということがございますけれど

も、一番安い形でいく３万円ちょっとで３分の１補助というふうに考えれば、１万円くらいが妥当なの

かなという考え方もございますし、ただ５万、６万とかかっているものも１万円なのかという部分もご

ざいます。これは今後の検討課題になっていくのかなとは思っております。

〇９番（工藤澄男君）　わかりました。

　ここで私これから中学校の同窓会の入会式のほうへちょっと出かけなければならないものですから、

30 分ほど退室させていただきますので、よろしくお願いします。

（９番　工藤澄男君退席）

〇１番（木村輔宏君）　ちょっと確認したいのです。111ページの委託料905万4,000円、これは社会

福祉協議会、それともどこかの委託料。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　ご質問のあった委託料905万4,000円、これは地域福祉センターの管

理に係る指定管理料でございます。その詳細につきましては、予算書200ページ、201ページに詳細を

載せてございます。

〇委員長（岩間修身君）　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、次に４款衛生費、126ページから135ページまで質疑を

許します。

〇２番（堀　　清君）　129ページの 13 節委託料なのですけれども、この中でインフルエンザの予防

接種委託料ございますけれども、これは件数なのか、それとも人数なのか。今年度の人数どれくらい考

えているか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　インフルエンザ、１歳から12 歳の方対象と 13 歳から 18 歳対象の

方と分かれておりまして、回数も１回だったり２回だったりしているのですが、人数としておよそ200

名程度の方が接種できるだけの予算を用意してございます。

〇２番（堀　　清君）　この場合は、あくまでも子供さんという形の中で考えているということなので

すか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　申しわけございません。高齢者の部分もございます。高齢者の方で約

800名程度、800名弱の方の分も入ってございます。

〇２番（堀　　清君）　そういうふうになると、去年私も受けたのですけれども、成人の方に対しての

補助みたいなものはないというような形ですか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　いわゆる子供さん、それから高齢者の方以外の方については自費でお

願いしております。

〇２番（堀　　清君）　風邪は万病のもとと言いますから、そういう中で対象者全部に対しての形をと

るとすれば金額的なものは厳しい形になりますか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　委員おっしゃられる趣旨からいきますと、町民全員ということになろ

うかと思いますが、もし町民全員の方に対して公費を支出しようとしますと恐らく1,500万円前後のお

金がかかってくるのかなと思います。これは２分の１補助だとかいろんな考え方もありますけれども、

基本的に国のほうからの制度の部分もございますし、あくまでも助成対象になっている部分というのは

重篤化の予防でございます。という観点から、成人されている方々については体力もあるしということ

で、かかった際の重篤化を防ぐためにお子さんと高齢者の方を対象にしているというものでございます。

〇２番（堀　　清君）　次に、Ｃ型肝炎の緊急対策委託料とあるのですけれども、これはどのようなこ

となのですか。

（「答弁調整お願いいたします」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　答弁調整のため暫時休憩いたします。

休憩　午前１１時３２分

再開　午前１１時３２分

〇委員長（岩間修身君）　会議を再開いたします。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　このＣ型肝炎、私もいろんな事業があって混同している可能性もある

のですが、ちょっと今記憶がうろ覚えになってしまっているのですけれども、たしか高校生に対するも

のでして、 28 年度で 11 名の方に実施してございます。
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〇２番（堀　　清君）　次行きます。あと、その他の予防接種委託料なのですけれども、これはその他

という中で複数あると思うのですけれども、ちょっと教えてください。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　種類としましては、二種混合、麻疹、風疹、ＢＣＧ、それからヒブ、

肺炎球菌、四種混合、それから高齢者肺炎球菌、ロタウイルス、それから水ぼうそう、日本脳炎、Ｂ型

肝炎等々がございます。

〇２番（堀　　清君）　その中で子供さんがわざわざ受けるやつと高齢者の方が受けるやつという２通

りになっていると思うのですけれども、そういう中で高齢者に対する接種の割合というのはどれくらい

いっていますか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　高齢者の関係でいきますと、先ほど委員もおっしゃられた風邪は万病

のもとということでインフルエンザ、それから肺炎球菌の予防接種が主でございます。高齢者に対する

接種割合でいきますと６割くらいの方、今高齢者1,400人くらいに対して昨年の実績でインフルエンザ

だと800人弱です。ただ、肺炎球菌のほうが５年間の免疫期間等の考え方もありまして、この制度始ま

る前に１年前、２年前に打たれて対象にならない方もいます。それから、補助制度にのっかっているの

が５歳刻みで対象年齢区切ってございますので、それを待てないで、節目を待てないで先に打ってし

まった方等々もいますので、実績数としては28 年度で 11 名の方です。27 年度で 34 名、それから

26 年度、これ制度始まった当初ですが、それで151名。ちょっと年々落ちてきています。これは、恐

らく待てなくて自費で打たれた方が存在するということで、最近補助制度を使ってというのが落ちてき

ているのだろうなというふうに分析してございます。

〇２番（堀　　清君）　全体の割合から追っていって高齢者の６割程度がやっているということで、す

ごくびっくりしているのですけれども、そういう中で町民がそういうような形の、結果的には予防接種

等々があるだとかという周知なのですけれども、そこら辺のものに対して今後全町民がきちっとした理

解できるような形というのは当然つくっていかなければだめだと思うのですけれども、そこら辺の対策

等々がありましたらお聞かせください。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　高齢者の予防接種に関しては、その時期になりましたらチラシ等を町

内回覧で入れたり、あと防災無線を使ったりしております。あと、旧掖済会時代からなのですけれども、

通常の診察で来られた際に打っていきませんかというアナウンスなんかも病院側にしてもらったりなん

かもしております。それは町立診療所になっても同じようなことをしております。これ以上の周知、や

ればいろいろあるのかなとは思うのですが、ある程度町内回覧で全戸配布したりなんかしていますし、

防災無線を使ったりなんかしておりますので、おおよそ気づいてくれるのかなと。あと、介護認定を受

けられている方々については、担当のケアマネ、それからサービス事業所の職員等々からもアナウンス

あるかと思いますので、おおよそ周知はできているのかなとは思っております。

〇７番（山口明生君）　133ページの工事請負費なのですが、ミックスペーパーの一時保管庫設置工事

請負費とありまして、ミックスペーパーは一時保管しなければならないものなのかどうか、その理由

等々お聞かせ願えればと思います。

〇民生課長（五十嵐満美君）　ミックスペーパー一時保管庫設置工事請負費でございますが、収集した

後に分別するために一時保管が必要になります。町内一円回りまして、あと事業所とかも週ずらして
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回ったりしていますので、それをある程度まとめて倶知安へ運ぶ作業となっておりますので、一時保管

する場所は必要でございます。ただ、この工事請負費につきましては 28 年度も計上しておりまして、

28 年度７月からミックスペーパーの回収を始めたのですけれども、一冬越してみないとわからないと

いいますか、当初この工事請負費を昨年計上した際にはクリーンセンターにこの保管庫を設置する予定

でございました。ミックスペーパーの事業実際始まってみまして、今言ったように分別作業のために一

回一回クリーンセンターに行くという利便性がないというか、足りないというか、そういう点がありま

して、実際には委託業者の倉庫で作業している状況にあります。大体一冬越してみて、１年実際にやっ

てみまして、業者がかわっても保管庫は必要になってくるかと思いますので、念のため29 年度にもう

一度、つくらなかった工事の分として計上しまして、必要かどうか検討しながら実際に建てるかどうか

も考えていく予定でございます。

〇７番（山口明生君）　その際にもし仮に建てるとなった場合にどこに建てるとかと、そういう計画ま

でも決まっているのでしょうか。

〇民生課長（五十嵐満美君）　できれば町内の浜町地区の中心部に近いところが本来は作業しやすいと

いうことで業者から聞いておりますが、町内に建てられる町有地があるのかも含めて新年度で検討した

いと考えております。

〇３番（真貝政昭君）　131ページです。町政執行方針でも述べられていましたけれども、火葬場の設

計費が計上されています。それで、スケジュールを伺いたいのですが、設計をするからには土地を想定

していないとできないもので、土地を新たに購入するという方針でしたので、その取得も含めてスケ

ジュール伺いたいのですが。

〇民生課長（五十嵐満美君）　火葬場の工事基本設計になりますが、場所も含めて基本設計の中で検討

していきたいと考えておりまして、基本設計にはおよそ１年弱の時間をかけて事業を行っていく予定で

ありますので、その中で場所も含めて検討したいと考えております。

〇３番（真貝政昭君）　執行方針の中ではどういう要素を含めた、規模に関係していきますけれども、

そういうものについては役場内で進めるということなのでしょうか、それとも町民の意見も聞きながら

進めるという、そういうことなのでしょうか。

〇民生課長（五十嵐満美君）　基本設計があらかたでき上がった時点で、議会には当然報告必要だと

思っていますので、提示して、意見を取り入れながら基本設計完成させていきたいと思っています。町

民に対しての説明も必要かどうか、今の時点でまだ検討していない状況です。

〇３番（真貝政昭君）　設計の段階で周知をして、こういう方向で今設計作業を進めているということ

を知らせて、そしてその中で意見が出てきたら吸い上げていくという方法もあるので、なるべくそうい

う公開するような形で進めていってほしいなというふうに思います。

　それと、場所なのですけれども、従来町長が説明していたように、ほほえみくらすの入居者から見え

ない、視覚に入らないような箇所にというのがありましたけれども、その点については問題なくその方

向で進める心づもりなのでしょうか。

〇民生課長（五十嵐満美君）　ほほえみくらすから見えるという点につきましては、あちこちの施設見

ましても、昔の施設のように煙突が飛び出して明らかに火葬場とわかる施設は今ないです。見た目にも
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きれいな建物にあちこちの町村のを見ますとなっていますので、見えると不快だという点を言われてし

まうと、木を植えて見えなくするですとか塀を立てて見えなくするという方法も方法としてはございま

す。ただ、完全に見えなくする、奥のほうにという場所のこともありますので、それも含めていろいろ

考えていきたいと考えています。

〇３番（真貝政昭君）　最初にほほえみくらす入居を募集したときに、入居を決めていた方が見える方

向の居住区に決まっていたのですけれども、長いこと冬期間だとか閉じこもり生活で窓から見えるのが

火葬場ということであれば取りやめと、そういう方も実際に声を聞いていますので、やはりそういうデ

リカシーのある点については十分配慮して進めていってほしいなと思うのです。これは、敷地をどこに

つくるかで見えやすいところとか見えないところとかいろいろあるので、慎重に扱っていただきたいな

と思うのです。

　次に、その下のほう、131ページ、下のほうの医療対策で診療所の医師住宅が載っています。資料で

は 50 ページになりまして、車庫の隣部分に建設ということなのですけれども、平成30 年以降の特養

の設置場所として町有地と民有地の取得で考えている方向でというのがありました。それで、診療所に

至る道路が細くて、ぐるりと回って入り口、出口が１カ所ということで、特に冬場困難な状況になると

いうことで、特養の敷地を取得した後でその改善策が図られるだろうという説明が以前あったように思

います。多分今の道路の状況からして、この医師住宅、あるいは車庫の近辺に取りつけるような形で今

の道路とは別方向の道路を敷設する以外今の狭い道路を解消する方法はないのではないかというふうに

思うのですけれども、そういうのを見越してもこの設置、医師住宅の建設場所というのは支障のないも

のなのかどうか、検討された上でのことなのかということを伺います。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　まず、特養の建設場所については、従来から診療所の裏手の川沿いの

ほうに土地を確保してございます。今協議している法人との間での話の中では、80 床規模の特養とい

うことであれば今確保している面積だけでは足りないのではないかというご意見もいただいております。

隣接する民有地を買収できれば買収してというお話も過去にした覚えもございます。そういった中で、

今特養の建設の面積がどのくらいになってくるのかということが見えていない中で、影響等も検討はで

きないのかなと思っております。ただ、既設で社会福祉協議会の車庫がございます。それを移設してと

なっても、移設する場所が今のところ見つからないのかなと思っております。現状のままいくのが妥当

なのではないのかなというふうには思ってございます。そこを考えた場合に今回医師住宅の建設場所と

いうのも将来にわたっても動かないのではないかという判断から、診療所の隣接している場所というこ

とを考えるとここなのかなという結論に達しております。あと、将来にわたって栄町通のほうに抜ける

道路をつくるとした場合に、今この裏手の駐車場に入っていく通路がございます。これを利用して道路

をつけたとしても、そこには影響の出ない場所に建設することになるのではないかと判断しております。

〇３番（真貝政昭君）　特養の規模については、仮に積丹町で設置したような規模であっても将来的に

増床というのはあり得ることなので、そういう観点から敷地の取得については考えていってほしいなと

思います。それと、車庫と診療所の間の道路部分の通路、車両が通るようにというのが説明の中であり

ましたけれども、これはいただけないというふうに思います。診療所の玄関前を通常の道路、車両通行

道路として常時頻繁に使うというのはいただけないかなと思います。ぜひとも将来的に状況が、条件が
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変わった中でも支障がないような形で考えていただければなと思います。

　次に、その下のベッドの購入です。それで、入院患者の状況によって医療と、それから介護で使い分

けるのですけれども、１人の入院患者の状況によって医療、介護と使い分けて、長期にわたる場合、褥

瘡予防のエアマットの関係ですけれども、介護であればレンタルでやれますけれども、医療に途中転換

したときに介護の利用がストップしますので、病院側で備えるべきものという今までの議会答弁ありま

したけれども、そういうエアマットを常時何セットか持っておくという計画にはなっているのですか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　今回ベッド等の購入費というふうに書かせていただいておりますが、

ベッドのほかにベッド周りの柵、それからお食事なんかする台、それとエアマットも含めてございます。

さらに、小樽掖済会病院が新築された際に、それまで使っていたエアマットを掖済会さんのほうで新調

されるということで、それまで使っていたものを十数個いただいております。それ使っていたものです

ので、程度のいいものを見ていった中で、やはり幾つかきちんと購入しておいたほうがいいだろうとい

うことで今回２つ、ちょっと今数字確かではないけれども、２つか３つ購入予定してございます。

〇３番（真貝政昭君）　掖済会の古平診療所でエアマットを保有していたということですか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　小樽掖済会本院で持っていたものを、本院が新築された際にそれ以前

に使っていたものをいただいております。

〇３番（真貝政昭君）　小樽協会病院の産婦人科なのですけれども、平成29 年度の見込みというのは

どのようになりますか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　まず、分娩自体は今休止している状態です。28 年度途中から助産師

外来という健診は行ってございます。29 年度の状況につきましては、小樽、北後志の町村、それから

医療機関等々含めた協議会でさまざま協議やっている最中です。ただ、小樽協会病院としてはできるこ

とからまず始めていくということで、28 年度中に助産師外来というものを始めていって、医師の確保

だとかに今現在一生懸命努めていただいている最中ですので、その辺の状況が変化があれば、協議会が

開かれて説明があるかと思います。今のところ近々に協議会開催の連絡は入ってございませんので、状

況は変わっていないのかなと思っております。

〇委員長（岩間修身君）　暫時休憩いたします。

休憩　午前１１時５９分

再開　午後　０時００分

〇委員長（岩間修身君）　再開いたします。

〇３番（真貝政昭君）　131ページの中ほどにあります診療所の運営協議会なのですけれども、佐呂間

に行かれる先生とは患者としてしか面識というか、会話をするような場面がなかったのですけれども、

新しく来られた方、広く町民に触れ合うという、そういう機会を、やはり最初が大事なので、関係者だ

けで小ぢんまりとやるのではなくて、受け入れ側の仕掛けとしてそういう場は設けていくべきでないか

というふうに思っているのですけれども、そういうお考えで今進められているのですか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　医師と町民と触れ合えると言うとちょっと言葉が変になるのですけれ
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ども、直接いろんなお話ができる場になるのかどうかというのはあれなのですけれども、そもそも現医

師との間でも医療講演会みたいなものを企画してやっていきましょうよという話はしてございました。

１年目についてはちょっとかないませんでしたけれども、２年目以降それらも実現していきたいなと

思ったのですが、医師が春でかわられるということで、方向性は変えてございません。新しい医師とそ

の辺の話し合いをしながら、また再チャレンジしていきたいと思っております。

〇３番（真貝政昭君）　私の場合個人的に勤医協の社員になっているので、余市の診療所の医師が交代

するときに歓送迎会というのを催しているのです。そのたびに出席は今はしていないのですけれども、

そういう場というのは、古平町の場合町立になりましたので、町費をかけている手前、先生と町民がよ

り深く近づくという点でそういう企画も考えていただいて、何もなしに古平で診察されていた先生が離

れていくというのはどうも寂しい限りなので、そういう触れ合う機会というものを積極的につくってい

くべきではないかというふうに思うのですけれども、今のお話ですとどの程度のものなのかなというの

がよくわからないので、どうなのでしょうか。

〇保健福祉課長（佐藤昌紀君）　昨年も今の先生方、法人の理事含めて歓迎会というのは役場側として

はやってございます。ただ、それをどこまで範囲を広げるのか、町民全体となるとそれこそ一大イベン

トになってしまいますので、真貝委員のご質問の趣旨、意図がちょっと私見えないでいるのですけれど

も、お願いをしている役場側、それから議会と提供する医療機関とのコミュニケーションの場で医師と

の、鵜木先生が異動される、新しい竹下先生が来られるということに対しては歓送迎会を予定してござ

いますので、それの参加の範囲については、今私こういう形でやりたいというのはちょっと即答できな

いでおります。

〇１番（木村輔宏君）　133ページの需用費の指定ごみ袋購入費という中で、これ去年から取り入れて、

小小というごみ袋、私自体も小さな店をやっていまして、最初お年寄りが買いに来たのだけれども、何

も入らないと、こんな不便なものないというのが私の店のお客さんの答えなのですけれども、最初どの

くらい売れて、月別にどうこうといったら今答えは出ませんでしょうけれども、需要としてはどんなも

のなのですか。

〇民生課長（五十嵐満美君）　燃えるごみ小小、５リットルの袋ですが、今売れている実績の数字は

持ってきておりませんが、割と売れています。夏だけに限ってかなと思いきや冬に入っても箱単位で売

れているお店もありますので、やっぱりひとり暮らしのお年寄りのお宅に売れるというお話は聞いてお

りまして、在庫が全くなくなる状態ではありませんけれども、結構コンスタントに出ております。

〇委員長（岩間修身君）　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですのですので、質疑途中でございますが、お昼にいたします。１

時 10 分まで休憩いたします。

休憩　午後　０時０７分

再開　午後　１時０７分
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〇委員長（岩間修身君）　それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。

　次に、５款労働費、136ページ、137ページの質疑を許します。質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、次に６款農林水産業費、138ページから147ページまで

質疑を許します。

〇２番（堀　　清君）　139ページ、農業総務費の中の鳥獣の隊員に対する報酬と141ページの有害鳥

獣駆除、この違いというのは何なのか。

〇産業課長（宮田誠市君）　139ページの１節報酬の鳥獣被害対策実施隊員報酬40 万円につきまして

は、この隊員が駆除したときに１日当たり8,000円を支給する報酬であります。予算的には１日50 人

工分を計上してございます。141ページの 13 節の委託料、有害鳥獣駆除業務委託料32 万円につきま

しては、北海道猟友会余市支部古平分区に対しまして春の駆除のときに 10 万円、秋の駆除のときに

10 万円、冬の駆除のときに12 万円、合計 32 万円をお支払いして委託している業務内容でございま

す。

〇２番（堀　　清君）　そうすると、今年度も当然鹿も捕獲だとかやっているのですけれども、鹿の処

分のときの駆除処分料 20 万ちょっと計上されていますけれども、これは何頭分で計算していますか。

〇産業課長（宮田誠市君）　 12 節役務費の 25 万3,000円の鹿の駆除に係る経費でございます。この

うちのエゾシカ駆除処分料の24 万9,000円の内訳ということですが、駆除した鹿をニセコの処理して

くれる会社まで持っていかなければならない車代ということでもって３万プラス消費税を見込んでいる

のと、それから駆除後ニセコのほうで埋葬してもらいます。それで、１頭当たり100キロと試算しまし

て 20 頭分の埋葬料を計上してございます。

〇２番（堀　　清君）　とりあえずは、まず相手が動物という形で、卓上で計算したみたいな形はなか

なかとれないとは思うのですけれども、例えばその日に10 人で駆除して１頭のときもあるし、10 頭

のときもあると思うのですけれども、そういうふうにした場合に、現状で今課長の答弁で今年度の頭数

等々の計算ができましたけれども、これは例えば頭数が多くなっても当然処分というのはしていかなけ

ればだめだと思うのですけれども、そういう中の限界みたいな金額というのは考えていますか。

〇産業課長（宮田誠市君）　予算上の限界ということでは、この金額でもってやっていますが、ちなみ

に例年１回の駆除なのですが、ことしに関しましては１回目は12 頭、そして２回目、ついこの間２頭

とれて、その中でもって、一応予算の中でもっておさまっています。でも、当然堀委員おっしゃるとお

り、やってみなければ捕獲頭数わかりません。そうなれば、それなりに目の中での流用なりいろんな方

法でもって当然支払わなければならないものは支払うわけですし、それから言われたとおり何頭とれる

かわかりませんので、あくまでもとりあえずは見合うような予算は組んでおりますが、それ以上かかっ

た分についてはそれなりの予算措置でもって整理したいと思っています。

〇２番（堀　　清君）　鹿のことはわかりました。

　あと、ページ数が145ページの水産業振興費の中の負担金のところなのですけれども、浅海資源保護

事業補助金となっていますけれども、この細部的なものをお聞かせください。

〇産業課長補佐（井本将義君）　浅海資源保護事業については、密漁の防止の事業費でございます。パ
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トロール経費です。

〇２番（堀　　清君）　このものは通年でたしかやっているというような記憶しているのですけれども、

このものというのは将来的な形の中では継続していくというようなものなのでしょうか。

〇産業課長補佐（井本将義君）　密漁につきましては、全道どこにおいても大変巧妙化しておりました

り、ますますふえている状況にございます。時期的な繁閑、夏のほうが多いですとか冬少ないというこ

ともありますけれども、そのあたりの事業量については今後検討も必要あるかと思いますけれども、

ずっと継続していく必要が今のところあると考えております。

　以上です。

〇委員長（岩間修身君）　次にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、次に７款商工費、148ページから151ページまで質疑を

許します。質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、次に８款土木費、152ページから159ページまで質疑を

許します。質疑ございませんか。

〇９番（工藤澄男君）　157ページの工事請負費の普通河川の沢江の水路の護岸工事の件なのですけれ

ども、説明資料によりますと昨年度は用地未解決のため休止となっていますけれども、この用地未解決

というのは個人の土地が絡むということでこういうことになったのでしょうか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　予算説明書の 63 ページで施工見取り図なのですけれども、ここで

29 年予定しております24 メーターというところを28 年実施しようとしておりました。ですが、道

路側のほうの用地の関係がございまして、ちょうど河川敷と民地の境界のあたりに桜の木がおがってい

まして、民地と河川敷の境界が定かでないと、そういったことから、もしかすれば桜の木が河川敷に生

えているのでなく民地側に生えていたと仮定して、地主さんに移設も含めて工事をしたいということを

確認に行ったら、結論から申しまして時期的なものもあります。木を移設するには10 月ぐらいが限度

というのもありましたし、さらに用地のラインが、民地と河川敷のラインが定かでない以上、民地の方

の了解を得られませんでした。そういったことから、28 年度に関しては工事を見送らざるを得なかっ

たということでございます。29 年度に関しましては同じ場所を予定しているわけですけれども、そう

いう交渉をちょっと早めて、もう一度チャレンジしたいというふうに考えております。最終的に用地の

解決がまた決裂してしまったら、29 年度やる場所、これもまたできなくなる可能性はございます。今

のところはそういった状況でございます。

〇９番（工藤澄男君）　話はわかりました。

　あと、 30 年以降が131メーターまだ残っていますけれども、たしか上のほうからやってきたはずな

のですけれども、何で急にこちら側へ飛んだのか、ここに危険性があったのか、それともこの中間には

そういう土地の問題とかというのはないのでしょうか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　この見取り図の平成23 年から 27 年、 85 メーター、ここはもう既

に終わっております。先ほど言った28 年度できなかったと、29 年度もう一度交渉するといったとこ
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ろはもう一度交渉します。この30 年度以降残と 23 年から 27 年のこの間のところ、ここも一応検討

したのです、28 年度にできないかなと思って。そこもちょうど悪く、河川の今の既存のルートで流れ

ているラインに民地が入っていたのです。そういったことから、そこも用地処理をしなければ工事がで

きないといった問題もありまして、一応両方は考えておりました。ただし、そういった事情から29 年、

固有名詞でいいますと若松さんのあたりからもう一度始めようかなということでございます。最終的に

ここの河川については小河川、小さな河川なので、用地買収をしてまで実施するといったことになりま

すと、 23 年から 27 年までの間のところに関してももしかすれば民地に敷設してしまっている可能性

もあると。河川敷の中にちゃんとおさまっていればいいのですけれども。29 年から 30 年以降残とい

うところは、これ河川敷一応入っているのですけれども、その辺の用地の関係もございますし、今後調

べながら実施しなければならないのかなと思っております。

〇９番（工藤澄男君）　そういう問題があるのであれば、やはり前もってきちっと、結局継続工事なの

で、その都度、その都度で調べるのではなくて、常に前もって調べておいて工事するのが普通だと思う

のですけれども、まして前にやったやつもその可能性があるとなったら、前にやったということは、も

しあれば何も調べていないということになるのです。わずかな工事ですし、金額的にも少ない工事です

けれども、あそこ結構水は出るのです。ですから、肝心なこの真ん中で万が一大雨降って、そこからあ

ふれるようなこともあるので、用地の問題は、わずかな幅なので、恐らくその土地の持ち主も誠意を

持って話しすればきっと了解してくれるのではないかと思うのですけれども、そういう点を含めてやは

り早目、早目の対策というのが必要ではないかと、そうやって思います。そして、毎年 20 メーター

ちょっとぐらいずつやっているのですけれども、これもう少し長くして早く終わらすような方法という

のを考えられないのかなと思っているのです。万が一さっき言ったみたいに水害みたいなことがあれば、

この辺ちょうど真ん中なので、全部道路側のほうへ流れてくる可能性もありますので、その辺もう一度

検討してみたらどうでしょうか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　事業費の関係につきましては、平成23 年度から 50 万程度ずつやっ

てきております。町内会の強い要望もあって、 29 年度は120 万と事業費は倍増しております。そう

いったことから、この期間、30 年度以降もまだまだありますけれども、早目に整備したいという意思

はございます。それで、用地の関係につきましては、民地に入っているか河川敷なのかというのは実際

に測量費かけないと、用地確定測量の測量入れないとはっきりしたものはわかりません。そういったこ

とで測量費も莫大になるということもありますので、今年度に関してはこういった形の予算を組みまし

たけれども、最終的に今の 29 年のやる予定、それと 30 年以降の残、ここの部分はやらないで、今

23 年から 27 年まで整備は終わっておりますけれども、途中道路走っているわけなのです。沢江の太

い道路、そこに縦断管入れて、オーバーフローした水を流す方法というのも一応検討の中には入れて、

最終的に用地問題解決できないと整備はできませんので、そういったことも今年度考えていこうかなと

思っております。

〇９番（工藤澄男君）　課長の言うのもわかるのですけれども、これを今度例えば大きい道路のほうへ

オーバーフローさせるとか、そうなればまた違う工事となって、また違う金がかかるような気もするの

です。だから、とりあえず今残っている部分の周りの地主さんというのはわかっているはずだと思いま
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すので、やっぱり皆さんとよく話し合って、そしてなるべくいい方向で和解して、例えば測量かけなく

てもできるような気もするのです、この辺の土地は。ですから、やはりそういう面で進んでいったらい

いのではないかと思うのです。そして、水というのはいつどこから出てくるかわかりませんので、数年

前にも沖町で今まで出たことないようなところから大量の水があふれたということもありますので、水

だけはやはり気をつけないと結局住民に迷惑かけることになりますので、これからもしっかり検討して

やっていってください。答弁はいいです。

　終わります。

〇２番（堀　　清君）　ページ数で155ページの道路除雪費の役務費なのですけれども、官貸車の整備

料という形の中で今年度もまたかなりの金額が予算化されていますけれども、今年度の整備料の決算は

できていますか、前年度の。

〇建設水道課長（高野龍治君）　除雪機械整備料なのですけれども、28 年度に関しましてはもう決算

が出ております。申し上げますと、平成18 年のコマツＷＡ50 という小さい小型ショベルの整備料…

…

（「合計でいい」と呼ぶ者あり）

〇建設水道課長（高野龍治君）　整備料の合計としまして499万4,000円でございます。

〇２番（堀　　清君）　官貸車は結構更新されて３台とも新しくなっている中で、従来どおりの修繕費

が計上され、またそれが決算になっているのですけれども、そこら辺の特殊事情等々があったらお知ら

せください。

〇建設水道課長（高野龍治君）　 28 年度の決算に関しましては、ロータリー装置に関しては１社の業

者でなければちょっとできない部分があって、装置の部分に関しては１社の業者でお願いしております。

特殊事業といえば、それが特殊事業なのかなと。28 年度からほかの除雪機の整備に関しましては３社

の見積もり合わせ、見積書提出してもらって、最低価格を提示してもらった業者にこの整備をお願いし

ております。

〇２番（堀　　清君）　結果的にはロータリー車の修繕費が結構な割合になっていると思うのですけれ

ども、昨年度のロータリーに関する修繕費は幾らでしたか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　全部で２台ありまして、１台が286 万、それともう一つが138万

2,000円でございます。

〇２番（堀　　清君）　これが大半の整備料と捉えることができると思うのですけれども、確かに特殊

な車両でもありますし、金銭的な経費もかかるとは当然わかるのですけれども、それにしても高いと思

います。だから、そこら辺は、地元業者さんにやってもらっているという経緯は理解するのですけれど

も、結構な金額ですので、そこら辺はもう少し他業者からの例えば合い見積もり等々もとりながら実施

してもらいたいなと思うのですけれども、その点はいいです。

　そしてあと、ページ数が同じなのですけれども、墓の通りを拡幅するという形で今年度設計で650万

ほど計上していますけれども、この中で狭い道路ですから墓地の移設等々も多分出てくるのでないかな

と思うのですけれども、そこら辺はどうですか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　予算説明書の62 ページです。この施行場所の見取り図がございます
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けれども、左側のほうが起点から終点に向かった写真と、右側のほうが終点から起点と、写真ちょっと

ちっちゃくて見づらいのですけれども、掲載しております。結論から申しますと、墓地に関しましては

この右側の写真のとおり墓地が立ち並ぶ手前で道路の拡幅は終わる予定になっておりますので、墓地の

移転はございません。参考までに、拡幅される右側か左側かということなのですけれども、起点から終

点というふうに写真掲載しておりますが、左側、正隆寺側のほうに３メーターばかり入ると、それから

のり面というような形で考えております。

〇２番（堀　　清君）　あと、これは継続として墓地の中を通り抜けるというような計画はございます

か。

〇建設水道課長（高野龍治君）　今の実施設計やって、30 年度に改良ということで、ここで終わる予

定でございます。その後は、この先墓地を移転して拡幅するとか、そういったことまでは今のところ考

えておりません。

〇３番（真貝政昭君）　153ページの一番下になります。道路ストック修繕事業になります。資料では

59 ページになりますけれども、簡水のほうの図面が手元に不足なので、ちょっと説明しづらいのです

けれども、道路ストック修繕事業で３路線、複数にまたがるやつもあるのですけれども、４カ所になる

のかな、取り上げられております。主に舗装修繕のほうにかかわるかと思うのですけれども、これだけ

のものが予定されております。簡水のほうで配水管布設工事請負費がありまして、この道路ストック修

繕事業とぶつかる箇所といえば入船通線というふうに理解しているのですけれども、よろしいですか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　道路ストック修繕事業の施工場所については入船通、３条通り、西大

通、７条通り、仲通ということで予定されていまして、簡水のほうの排水管更新事業についても入船通

と重複しております。ただし、道路ストック事業のほうは車道です。配水管更新事業については歩道部

を予定しておりますので、同じ重複しておりますけれども、やった後すぐ掘り返すとか、そういったこ

とは回避できると思っております。

〇３番（真貝政昭君）　補助のつき方で全部やれないかもしれないというのは、双方に共通した問題で

したか。道路ストック修繕事業、それから簡水のほう、どちらもでしたか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　道路ストック修繕事業に関しては、国補助金がこれだけつかなかった

らできないといった事情はございます。それと、簡易水道に関しましては今のところ、今年度かなり補

助金ついていない現状がありました。なのですが、来年度に関しては担当者からの聞き取りの中では満

額つくのでないかというふうに聞いております。

〇３番（真貝政昭君）　双方補助がつくかどうかというのが不確定という認識でいましたので、もしそ

うであればお互いに重なる部分に優先順位をつけるとすればそういうふうに理解できるのかなと。優先

順位をつけるとすれば重なっている入船通線が第１位で、そのほかについては補助のつき次第でという、

そういう認識でいたのですけれども、そういう理解でよろしいでしょうか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　まず、道路ストック事業で補助の要件に合うかといった調査を路面調

査ということで153ページの委託料の中で340万ほど計上しております。まず、これを発注しまして、

今やる場所に関しては路面調査に関しては３条通りを予定しておりますけれども、調査の結果、国から

の補助を受けて事業実施できるという要件に当てはまったら、ちょうどあけぼの公園と道道の交差点の
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あたり、水たまりがちょっとできているという状況もございます。その部分に関しては北海道と一緒に

工事をしなければならないといった事情もございますので、この路面調査をした後で優先順位としては

入船通と３条通り、どっちもどっちという感じなのですけれども、国の補助金見合いで、金額見合いで

入船通が全線、今色塗っている部分全部できるかどうかわかりませんけれども、優先順位をちゃんと考

えながら施工していきたいというふうに考えております。

〇３番（真貝政昭君）　155ページの除排雪業務委託料で前年どおり金額が予算計上されております。

これで平成 28 年度の実績見通しといいますか、雪が大分少なかったようなので、どれくらいの状況に

落ちついて、どれくらいの金額でいきそうかという見通しも大体ついたと思うので、そこら辺の説明を

お願いします。

〇建設水道課長（高野龍治君）　 28 年度の除雪の見通しということですけれども、資料として２月の

稼働状況は３月の上旬に日報出てきますので、正確な数字は押さえてございません。なのですけれども、

28 年度も予算 7,000万と、 29 年度も7,000万ということなのですが、見通しとしては、雪は少な

かったのですけれども、この事業費7,000万近く執行される見通しでございます。その理由としまして

は、雪は少なかったのですけれども、労務単価が27 年から 28 年にかけて上がっておりまして、ただ

単純に雪の量とだけ比較できる状況にありません。労務単価上がっている関係で機械の規格によっては

昨年より４％とか上がっていたりもしておりますので、単純に雪少ないからといって予算が９割でおさ

まるとかという、そういった状況にはございません。正確なものは２月の日報を確認した上で把握でき

ると思います。

〇３番（真貝政昭君）　ちなみに、契約当初の金額と、それから極端に雪の量、除排雪の稼働状況が少

なかったときの最低保障というのがあると思いますけれども、それを説明してください。

〇建設水道課長（高野龍治君）　除雪契約の最低保障の関係は契約書でうたっておりまして、契約金額

の 60 ％ということでうたっております。

（何事か言う者あり）

〇建設水道課長（高野龍治君）　契約金額は、今ちょっと今年度の分資料持ってきていないので、お答

えできないのですけれども、7,000万近い契約、7,000万ちょっと切れるような契約を結んでおります。

〇３番（真貝政昭君）　それと、業界の実態として夜夜中出動するのですけれども、それに携わる夜中

作業する労働者の実態からして、夜中作業して、その後通常勤務という、そういうスタイルの事業所が

よくあるみたいで、経営サイドからすればこの除雪費ということに対してもう少し充実してほしいとい

うような、そういう希望を持っているところは間々聞くのですけれども、そこら辺についての業者側と

の対応というのはどのようになっているのですか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　除雪に関しては、夜中走ると、皆様が出勤する時間には大体終えると

いった勤務体系、その後に除雪が終わった後に雪を堆積している場所、そういったところの排雪作業、

それと日中に関しましてはロータリーで飛ばせるところを飛ばすとか、そういった業務がございます。

我々担当としては、夜間勤務したといったことで改めた割り増しはしておりません。除雪に関してはそ

ういった夜間の割り増しとかというのは今まで聞いたことがなかったので、そういった要望があるとい

うことであれば、業界に確認した上でそういった割り増しの方法とか実際にあるとか、国ないし道がそ
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ういった契約をしているとかということがありましたら我々のほうでもちょっと調査してみたいと思い

ます。

〇３番（真貝政昭君）　どういう積算の仕方をしているかよくわかりませんけれども、通常夜間労働は

割り増しで労働者の賃金というのは考えられているのが普通ですよね。除雪に関しては深夜作業になり

ますから、当然そういう観点からいったら割り増しされたものとして労務単価が決められていくものと

理解すべきだと思うのです。通常の道が示している労務単価だけでそういう基準でやられるとしたら改

善の余地があるのではないかというふうに思いますので、これは今説明があったように検討課題として

捉えていただきたいなと思います。

　次に、その下の高校通線の改良工事なのですけれども、残された部分について平成29 年度で行われ

るわけですけれども、入居者との雑談の中で、よく熊出没の警戒情報が出るところなので、距離から

いったら町なかに出るのに新しい高校通線を行くよりは墓地の中を通っていったほうがいいのだけれど

も、熊の件について不安を感じるので、やはり行くとすれば今の新しい長い道のりを通って向かうとい

うことをお話しされていました。それで、今でも１週間に１回や２回は走りますけれども、ただ単にの

り面を植栽するだけであれば大変つまらない通りになりますよね。あそこに植樹だとか、そういうのが

平成 29 年度に含まれているものなのかどうかを確認したい。

〇建設水道課長（高野龍治君）　高校通りの来年度の改良につきましては舗装工事、それと植栽工事と

いうことで、植栽に関しては、植栽と書いておりますけれども、実質のり面の芝の種をふくという工事

であります。改めて木を植えるとか、そういったものは盛り込まれておりません。

〇３番（真貝政昭君）　それで、その方とのお話の続きがあるのですけれども、熊が好きに行き来する

わけだから、墓地のほうばかりでなく高校通線のほうも行き来するはずだということで、高齢者ですか

ら、けものが出てきたらすぐ対応できるというわけではないから、そういうけものがあの谷間をとぼと

ぼと歩いているとき来られたらやっぱり不安を感じるので、そういうものに対する防護策というか、そ

ういうものは必要でないかというふうに思っているのですけれども、必要性は感じていませんか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　熊の出没に関しましては私の所管、担当でございませんので、ちょっ

と答弁しようがないのですけれども、改めた熊対策ということで柵に関しては設ける予定はございませ

ん。

〇３番（真貝政昭君）　車も通りますし、鹿や熊というのはつきものになると思うので、自然に近いで

すから、電牧だとか、そういうものは検討されていくものかなというふうに思っているものですから、

心にとめておいてほしいなと思います。それから、のり面の雪崩というか、それについては様子を見な

がらということなので、あれもいろんな雪崩防止柵というのはあるのです。木と似せたようなやつだと

か、景観壊さないような形で検討していただければなと思います。

　次に、157ページの河川維持です。普通河川の維持管理になりますけれども、ことしは冷水川の河床

土砂の除去というの入っていますけれども、下流の道が責任を負うべきところの河床土砂については要

望していくということなのですけれども、土手の除草です。かつては年に３回除草していたのですけれ

ども、その後２回に減らされて、去年から土手の端から２メーターの幅だけというふうになっています。

アベノミクスで地方が潤うどころか、ますます道の予算が厳しくなっているのは土手の草刈りの様子を
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見ればよくわかるという気がするのです。それで、除草については道についてはどのような要望を上げ

ているのですか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　道河川の冷水川の堤防の草刈りの件と思われますけれども、草刈りに

関しましては維持の関係で改めた要望調書ということでは上げておりません。草刈りの関係はずっと流

れできていたということもあって、私今年度から当課に配属、異動で来ましたけれども、年に１回とい

うふうに聞いておりましたので、今まで年に２回とか３回やっていたという事実はちょっと私わかりま

せんでしたので、昨年１回だということで今年度回数確認して、１回しか予算はついていないのであれ

ば来年度改めてまた２回、３回実施していただきたいということで要望を出していきたいと思います。

〇３番（真貝政昭君）　次に、159ページになります。負担金補助及び交付金の件です。まず、一番下

の共同住宅家賃支援補助金について説明をお願いします。去年から住宅実績上げておりますけれども、

ことしが、これが初めてなのか、その内容について説明をお願いします。

〇建設水道課長（高野龍治君）　共同住宅家賃支援補助金、予算計上で72 万ということですけれども、

この内容につきましては賃貸住宅で30 平米以上の面積が必要な賃貸住宅、かつ当該年度町民課税標準

額、これが300万以下の方、それと世帯全員が町税を滞納していない方、生活保護世帯でない方、世帯

に公務員がいない方ということで家賃の月額20 ％または 10 ％で上限月１万円、だから最大で12 万

といったものがこの補助金の制度でございます。

〇３番（真貝政昭君）　高家賃対策というふうに理解すればいいのですか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　これは高家賃対策でもありますし、まち・ひと・しごと総合戦略の中

で住宅支援ということで、移住、定住の支援の一環ということで創設された補助金でございます。

〇３番（真貝政昭君）　定住促進の実績は平成28 年度建設されていますけれども、それ以前に建設さ

れた診療所近くの住宅ありますよね、民間の。ああいう新しいあれではないものについても対象になる

のですか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　結論から申しますと対象となります。

〇３番（真貝政昭君）　基本的にこの負担金補助及び交付金の項目に対して賛成している立場から伺い

ますけれども、この狙いに基づいて公費を投入するのですけれども、１つは経済効果というのを捉える

必要があると思います。町内の経済的な活性化につながりますので、どれくらいの経済効果があるかと

いう実績を年度、年度でやはり捉えていくべきだと思います。きょう資料は持ち合わせていないかもし

れませんけれども、そういう形で議会にやはり公表すべきものと考えているのですけれども、その点は

どのような対応されているのでしょうか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　公表に関しましては、決算の説明資料に掲載される形になるのか、そ

れともまち・ひと・しごとの事業報告のほうで公表する形になるのか、まだどういった形をとるかは決

めておりませんけれども、実績は何らかの形で公表したいと思っております。

　それと、先ほどの補助基準の中で１点言い忘れていた部分がありますので、ここでちょっと追加させ

ていただきます。平成28 年１月１日以後に住民登録した者であって、当該住民登録をした以前５年ま

での間に登録されていないことということなので、基本的には町外から来た方が家賃の補助の該当にな

るということでございます。
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〇委員長（岩間修身君）　質疑の途中ですが、ここで 15 分まで休憩いたします。

休憩　午後　２時０５分

再開　午後　２時１４分

〇委員長（岩間修身君）　それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。

　８款土木費。

〇１番（木村輔宏君）　153ページから155ページにかけてなのですけれども、舗装修理の件になって

くるのですが、これと関係するかどうかは別として、下水道をやってもう十五、六年、20 年までいか

ないか、十五、六年たちます。何年か前から私そのお話よくするのですけれども、今ごろになるとくぼ

みがある道路がすごく多いのです。前の課長、その前の課長あたりから僕お話をすると、見て直します

よと言うのですけれども、今ころ見ると結構くぼみがあって危ない。水分がなくなるとまた戻るのです

ね、うまくできていて。大体役所の方々が見て歩いている５月とか６月になると結構平らなのです。修

理としてやっていく。町全体的に見たときに結構傷んでいるところがすごく多いので、できれば課長。

今ころ１週間かそのくらいかけて古平町全体を見ると、これは直さなくてはいけないなと。あえて言う

と、私の近くの道路なんて３センチは、車でも通って穴ぽこができてしまったらえらい事件なのではな

いかなというくらいの穴なのです。あれまた５月くらいになると何もなくなるので、その辺の見通し的

にまたそれを見て歩くという考えはございませんか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　道路が町内一円でありますので、一回に全部は当然修理できない状況

にはございます。なのですが、今年度28 年の中央通りのオーバーレイ、それと29 年度からの道路ス

トック事業での舗装修繕事業もございますし、この舗装修繕事業は今後平成29 年、 30 年、 31 年と

３カ年実施していきます、補助事業で。本当に陥没して危ないところは、道路維持の修繕費の中で応急

的な対応で当面はしのがざるを得ないのかなといった状況です。31 年以降また、今の計画している舗

装修繕事業が終わったら優先度をつけて陥没している危ないところから少しずつ修繕していこうという

考えはございます。

〇１番（木村輔宏君）　でなくて、それもあるのですけれども、今ころ見ないとわかりませんというこ

となの、１つは。それをやれるかどうかということをまず聞きたい。

〇建設水道課長（高野龍治君）　この冬期が明けて、雪解けがたまたま今期に限っては３月上旬という

形になりましたけれども、春先、雪の多い年は４月までずれ込んだりもします。春先に見るのが一番か

なと思いますけれども、雪がある状態では見てもわからない部分も、かえって調査しても中途半端なも

のになってしまうということもございますので、雪解け見計らって確認はしてきたいというふうに感じ

ております。

〇１番（木村輔宏君）　わかるのだけれども、いつがどうかということではないのだけれども、今ころ

やらないと意味がないのです。私自体も結構丸山町と入船町ずっと歩いているのですけれども、すごく

陥没しているのです。ただ、今課長が言ったのはわかるのだけれども、その時期に例えば今言ったよう

に雪の関係あるのは重々承知している。その時期に、解け始めたころに歩かないと全く意味がないとい
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う意味で、計画性がありますとか何々ありますといっても今見ないとわからないと思うのですけれども、

そういう意味で誰か一人でも、すうっと歩いてわかるかどうかわかりませんけれども、１日か２日歩く

と陥没のすごいところはすぐわかると思います。

〇建設水道課長（高野龍治君）　陥没に関しては、時期にもよりますけれども、見れる範囲で確認はし

ていきます。ただし、それに対応する対処となりますと年度末ぎりぎりとか、あとまだ路盤が凍結して

いるとか、そういったこともございますので、今修繕したとしても路盤が凍結していれば今度路盤の氷

が解けてしまったらまた起伏がありますので、修繕に関しては路盤が解ける５月以降かなというふうに

は感じております。

〇１番（木村輔宏君）　わかりました。なるべく早くそういう時期に見ていただきたいと思います。

　それから次に、159ページで、関係者がいるので、お話ししづらいことなのですけれども、定住促進

共同住宅建設補助金1,200万、これおととし出して、対象者がいなくて、去年関係者の方がこれを使っ

て住宅をつくっていただきましたけれども、ことしもこの予算上がっているのですけれども、同じ方が

こういうものを助成金を使ってつくるということについてはよろしいのですか。

〇建設水道課長（高野龍治君）　定住促進共同住宅建設補助金1,200万なのですが、今年度１棟建設し

ております。まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で18 戸を目標としております。昨年は６戸建設さ

れました。１棟６戸です。なので、あと12 戸。その期間内、28 年から 31 年までの間に18 戸とい

うものを目標としておりますので、それが達成されるまで毎年予算を計上するといった考えでありまし

て、今年度建設していただいた方が来年度も建てていいのかという話なのですけれども、それは問題は

ございません。

〇委員長（岩間修身君）　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、次に９款消防費、160ページから163ページとその説明

資料であります202ページから211ページまでの質疑をあわせて許します。

〇３番（真貝政昭君）　説明資料の 72 ページです。備荒資金に積み立てていますけれども、５年間で

償還する形なのですけれども、事業費で200万くらいなのですけれども、年利率が0.1％なのですけれ

ども、備荒資金で利率が高いので入れていますよね。差し引きでどうなのでしょうか、もうかるのです

か。

〇企画課長（細川正善君）　備荒資金でもうかるのかということなのですけれども、これはあくまでも

備荒資金に買ってもらって、それを返済しているという考え方で、その利子が0.1％ということなので

す。

〇３番（真貝政昭君）　払うのは同じでしょう。車と同じでしょう。だから、貯金から一旦取り崩す、

そして利息をつけて返すという形だから、実際に現金あるのだったら利息を払わないで買ったほうが安

上がりなのに、なぜわざわざ利息を払ってやるのかなと。どうなのでしょうか、そういうふうに理解し

たらわかりやすいかもしれませんけれども。

〇財政課長（三浦史洋君）　備荒資金の積み立ても関係ありますので、自分のほうからご説明いたしま

す。
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　結論からいいますと、積み立てしています種類としては普通納付金とそれを超える超過納付金。普通

納付金の利率は今決められていまして、利率１％で固定しています。備考資金がその資金を運用して、

市町村に配当する部分が普通納付金については年利１％の割合で上乗せ、毎年なってきます。超過納付

金、この間5,000万円積み増ししましたそちらの部分については、27 年度の運用結果として超過納付

金は約 0.41 ％の割合でついています。今回ご質問の借り入れした部分が0.2％、または0.1％だとか

最近なっております。なので、預けたほうがいいです。大丈夫です。

　以上です。

〇３番（真貝政昭君）　財調だとかいろんな貯金通帳持っていますけれども、あれは利息は何％なので

すか。

〇財政課長（三浦史洋君）　町のそういう基金の関係ですが、指定金融機関の北海信用金庫を中心に

やってございます。通常道新でも毎週出ています今の金利という経済欄のところに出ていますような利

率と北海信用金庫も同じです。定期の年利は0.01 ％、普通預金の場合は0.001％、 10 倍の違いの感

じです。

〇３番（真貝政昭君）　各種基金の通帳の利息よりも備荒資金の利息が、超えたやつは0.41 ％という

のだから、備荒資金に全部入れるというふうにはいかないのですか。

〇財政課長（三浦史洋君）　資金の流動性もありますし、まず一番は指定金融機関ということです。そ

ちらに預けるものでございます。この備荒資金の考え方としては、市町村で大きな災害だとかあったと

きにこれを使うと。普通納付金積んでいるのの10 倍まで借り入れをしてできると。おいおい積み立て

ていくという、返還です。10 倍まで借り入れして、また返還していくということの非常時の部分でご

ざいます。ただ、たまたま運用しての配当する利率の部分がよくなっているので、これが普通の金融機

関だったらここに積みますけれどもということです。

〇３番（真貝政昭君）　他の自治体の事例だけれども、このくらいの規模の自治体でそれにそぐわない

ような多額のお金を備荒資金組合に積み立てているところありますよね。そういうところというのは、

まず指定金融機関、それ以外に若干というから、踏み外した形でやっているというふうに理解すればい

いのでしょうか。ちなみに、一般金融機関から起債をした場合の現時点での利率というのは相場何％な

のでしょうか。

〇財政課長（三浦史洋君）　一般金融機関ということで北海信金さんなのですけれども、毎年毎年変

わっていくので、わからないところです。0. 何％というのは前年の、借り入れするのが４月、５月が

一番多いです。なので、その時期、時期での金利です。一般金融機関ではなくて財政融資資金、昔の資

金運用部の年利については、過疎債の年数だと異常に下がっていまして0.01 ％です。当然償還期間の

長い 25 年、 30 年になると0.5％、 0.6％というのはこの間財務省のホームページで確認しています。

〇３番（真貝政昭君）　こういう複数年の返済でも１％にはならないのですね、利息は。

〇財政課長（三浦史洋君）　一番よく借り入れする財政融資資金、くどいようですけれども、これは、

言ったように過疎債の場合だと12 年です。最初の３年間は利子ばかりで、残り９年で元利合わせ返し

ていくというのが年利0.01 ％と。金利を５年見直し、または10 年見直しという方法もとれます。固

定金利にするのかという部分で、その都度そういう表を見比べてどれにするか決めております。
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〇３番（真貝政昭君）　一般的に借りた場合10 年返済でという、そういう理解をしていたのですけれ

ども、これは５年返済でと。そういう短い期間で返済する場合は備荒資金組合からやったほうがやりや

すいということなのか、それともこの返済期間というのは借りる側の都合で借りられるというものなの

か。何か一定のルールがあるのでしょうか。

〇財政課長（三浦史洋君）　先ほど言った年利の低い分の起債というのは建設事業に対して起債がつく

と、例外としては過疎債のソフト事業及び臨時財政対策債が町ではその例外なのですけれども、いわゆ

る建設事業です。備荒資金で借りている部分は、備品の購入とかそれになじまない部分を備荒資金組合

から物資調達のための資金を借り入れると。それが年利0.2％だったり0.1％、これも昔から比べれば

ずっと低い利率です。

　以上です。

〇３番（真貝政昭君）　なじまないものだから備荒資金組合からということなのだけれども、お金が貯

金できるだけのものがありながらそこまでして借りなければならないというのが理解できないのですけ

れども、それはどうですか。

〇財政課長（三浦史洋君）　備荒資金から借り入れ、そこそこの金額になりますので、それを５年で平

年といいますか、ならしていくという形にしたいと思ってとっております。そういう意味合いで、全て

何カ年事業にして実施していくとか、照明を２カ年事業、あれを５カ年事業という形でならしてやって、

財政的に突出しないような工夫はしております。

〇委員長（岩間修身君）　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、次に10 款教育費、164ページから187ページまで質疑

を許します。

〇２番（堀　　清君）　ページ数が177ページの 13 節の委託料、細菌検査委託料とありますけれども、

どういうような検査で、どれくらいの間隔でやっているか教えてください。

〇教育次長（和泉康子君）　細菌検査ですが、回数は春、夏、冬休みということで年３回です。こちら

のほうはペーパー拭き取りで細菌があるかどうかというものを業者に出して調べているものでございま

す。

〇２番（堀　　清君）　あくまでもそれは現場の人が採取して、検査してもらうというような形なので

すか。

〇教育次長（和泉康子君）　はい、そのとおりでございます。

〇２番（堀　　清君）　まず、そういう中で先般近隣の町村でも食中毒が出ているのですけれども、本

当にまれで、全道では毎年のようにどこかは出ているのですけれども、食中毒に対する体制的なものは

古平町ではできているのですか。

〇教育次長（和泉康子君）　食中毒に限らず、ノロウイルスも含めまして職員については２カ月に１回、

調理員ですね、係長も含みまして便の検査、あと職員、調理員が５名おりますけれども、調理するとき

にどんな動線で何をつくったかというのを毎日日々色で線つけたものがありますので、それに各学校で

の検食と給食現場での検食をしてから提出しています。それで、もし何かあった場合にはどのタイミン
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グでどんな作業した、誰の部分がというのがある程度特定できやすいような記録は日々つけております。

〇２番（堀　　清君）　給食のことに対してはわかりました。

　あと次に、ページ数が187ページの多目的運動広場費の中の役務費の中の圧雪車の整備料なのですけ

れども、去年もたしか聞いたと思うのですけれども、使った時間数、去年聞いたときもわからないとい

うような状態だったのですけれども、今年度はどれくらいの時間数お使いになりましたか。

〇教育次長（和泉康子君）　大変申しわけないのですけれども、圧雪車の稼働時間というのは、うちの

管理人、文化会館の管理人が必要に応じて作業を行っていますけれども、正式な時間や日報はつけてお

りませんが、トータルで午前、午後だとか、開放の前日数時間とかやりますと、１日８時間に換算しま

すと大体１週間程度で 40 時間弱かと思います。大体 40 時間弱だと思います。

〇２番（堀　　清君）　大概エンジンくっついているものはアワーメーター等々がありますので、記載

する気になればできますので、次年度からはきちっとした形で報告してもらいたいと思います。

〇３番（真貝政昭君）　ページ数は171ページ、小学校費と、それから175ページ、中学校費の就学援

助の支給の関係です。それで、小学校については新入学児童学用品費ということで項目が挙げられてい

るのですけれども、中学校の場合の新入学の場合の費用というのは177ページに新入学というのがある

のですけれども、この額は７万ほどになっているのですけれども、実際に学生服等を結構苦労して調達

しているのですけれども、中学生の場合はどこに記入されているのですか。中学校の入学する場合の支

給額あるでしょう、それが新入学と書いている部分は177ページの一番上なので、それ見ると７万くら

いの額なので、つり合わないので、中学校に入学するときの準備金みたいのの支給額というがどこに記

載されているかということです。

〇教育次長（和泉康子君）　中学生の新入学用品の金額としては１人２万3,000円ということで、ここ

では３名分見ておりますので、７万1,000円は３名分ということで、今委員おっしゃります177ページ

の上段の７万1,000円となっております。 29 年度については、新１年生３名を想定しております。

〇３番（真貝政昭君）　生活保護の中学校の入学準備金が約倍に引き上げられましたね。それで、文科

省のほうからの各教育委員会に対する通知では生活保護の基準にのっとって引き上げられた額が通知さ

れていますけれども、平成 29 年度についてはどのように扱うのですか。

〇教育次長（和泉康子君）　この新年度予算は11 月ごろに積算したもので、こうなるだろうという通

知はありますが、29 年度の正式な文科省からの基準額につきましては例年６月だとかにこのような基

準でということが出てきますので、それを見越して、各教育委員会が定めるとなっていますので、今後

勘案して額は決定していきたいと思っています。

〇３番（真貝政昭君）　そしたら、その時点で引き上げるということですね、わかりました。

　それから、173ページの中学校費で体育館の暖房制御盤改修工事請負費が出ています。内容について

説明をお願いします。

〇教育次長（和泉康子君）　体育館の暖房制御盤なのですが、遠赤の暖房が今８基あります。それを集

中でつける制御盤がありますが、数年前から１基が操作ができていないと、もう一基がついたりつかな

かったりということで、昨年教員のほうで工夫しながら暖房つけていた状態なのですが、中学校建設当

時からそこはいじっていないということで、今回はスイッチの入らない１カ所、２カ所ではなくて制御
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盤全体を取りかえるということで、今回 194万4,000円計上しております。

〇３番（真貝政昭君）　同じ体育館の暖房の形式でＢＧが同じ形態ですよね。あれについては建設年度

が大体似通っているので、それはふぐあいとかは出ていないですか。

〇教育次長（和泉康子君）　今のところは使えないとか使えない部分があるという報告は受けておりま

せんので、今後、常に昨年から全ての施設、ふぐあいがあるかどうかというのを定期的に点検しており

ますので、もしふぐあいが起きた場合には早目に修繕のほうをしていきたいと思っております。

〇３番（真貝政昭君）　それから、その下の中学校のトイレの改修工事なのですけれども、１階と２階

の生徒のトイレに男女とも１基ずつ和式を残すということなのですけれども、足が悪いものですから、

とにかく和式というのは利用することはないのですけれども、写真を見て窮屈さを感じたのですけれど

も、全くそういう苦情とかはないものなのでしょうか。もし窮屈さを持って利用しているのであれば改

善する必要があるのではないかというふうに思ったものですから伺います。

〇教育次長（和泉康子君）　この写真から見ると右側の部分、扉のつがいの場所なのですけれども、こ

れよりも奥行きが30 センチ超ありますので、今のところこの和式のトイレを使うのに狭いという不便

さを聞いたことはございません。私も実際に現場見ましたけれども、文化会館のトイレのような狭さで

はなく、各部屋、洋式のほうはかなり大きいのですけれども、和式についてもそれなりのスペースは確

保されております。

〇３番（真貝政昭君）　和式を洋式化するに当たって、このスペースだけでやるのではなくて、広げて

やることになるのでしょうか。

〇教育次長（和泉康子君）　一応技術者等含めまして現場確認して、見積もりとった時点では現在の和

式のスペースで洋式をつけることは可能ということで、各部屋、ここの部屋の大きさはそのままで、斜

めにつくか縦につくかというところは出てきますが、現在の部屋の広さは変えずにそのまま和から洋と

いう改修工事となります。

〇３番（真貝政昭君）　学校というのは生徒ばかりでなく、生徒用のトイレでもいろんな集会だとかイ

ベントだとか、そういうので大人が使用するケースが出てきますよね。例えば逢見議長のような体型の

方でもあずましく使えるような、そういうスペースが生徒トイレにも求められるので、その点今指摘し

たわけですから、予算が必要であれば急遽もらってやる必要があると思いますので、ご配慮願いたいと

思います。

　以上です。

〇１番（木村輔宏君）　直接関係はないのですけれども、古平で不登校の方々はいらっしゃるのですか。

〇教育次長（和泉康子君）　今現在いるかいないかと言われましたら、おります。教育長の総括質問で

もこの間出ていましたけれども、校長、教頭会月１回行っていますし、その都度変化があれば連絡いた

だく、あとスクールカウンセラーを中学校は月２回、小学校のほうについては１月から初めてカウンセ

ラーを導入して、不登校等のないように、または未然に防ぐということで取り進めているところでござ

います。

〇１番（木村輔宏君）　その下の負担金補助及び交付金の中の古平町若者交流事業実行委員会補助金と

いうものなのですが、すばらしいもの。これで誰かうまくいった方はいらっしゃるのですか。
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〇教育次長（和泉康子君）　 27 年からスタートした事業で、これもまち・ひと・しごとの総合戦略と

いうことで 27 年、そのときは異業種交流として婚活的な事業を１回行っております。そのときには

10 名ずつの 20 名募集したところ、18 名の参加です。それで、１組は目的を達成されたということ

になっております。

〇１番（木村輔宏君）　これはことしももちろんやることになるのでしょうけれども、何かもう少しう

まくイベント的、イベントってやっていいのかどうかわかりませんけれども、うまく定住するような形

の何か工夫的なものはあるのでしょうか。

〇教育次長（和泉康子君）　まず、 27 年から実施しておりますけれども、町も小さいということと婚

活事業というとやっぱりそこに参加したというのが知られたくないというところもあるし、人数集め的

にといういろんな要素がありまして、今年度28 年度につきましては、目的はそこにあるのですけれど

も、まず若者の集まる場所をつくりましょうということで、異業種ということでソフトボール大会を１

回と、この 12 日に、これは各事業所にお願いしまして、各事業所４名程度若い方、できれば独身の方

を出してくださいということでボウリング大会をしまして、その後文化会館のほうで懇親会をしており

ます。一般の方については26 名ぐらいと、委員合わせまして36 名程度実施して終わっています。依

頼先としては、古平福祉会さん、郵便局さん、漁組だとか商工会、あと建設協会、役場、海のまちクリ

ニックや社会福祉協議会等々主要な事業所のほうにぜひ参加させてほしいという依頼文出しまして、

12 日に総勢 36 名で懇親まで含めまして終わったところですので、この後どのような発展あるのかは

また今後は検討していきたいと思います。

〇１番（木村輔宏君）　とにかく頑張って、なるべく定住させるように努力していただきたい。

　最後に、古平正調盆踊り保存会、久しぶりに助成金が出ました。すごくいいことだろうなと思います

ので、これもひとつ地道に活動していただいて、助成金が10 万でも 20 万でも出せるような、そうい

うような会に育てて、教育長、やっていただきたいと思います。

　終わります。

〇７番（山口明生君）　183ページの 13 節委託料で新規事業で公設スポーツクラブの業務が運営され

るということで委託料702万円になっているのですが、この内訳ってインストラクターの方の人件費だ

と理解してよろしいのでしょうか。

〇教育次長（和泉康子君）　この委託料全額の中はほぼインストラクターの人件費、交通費、あとは

コーディネート料ということで会社のほうの持ち分と、あと本年度初期投資ですので、多少教室に使う

道具だとか、あとそのほかに体力テストだとか分析する要素も含めていますので、そういう全ての経費

を含めまして委託料として支出する予定でございます。

〇７番（山口明生君）　次年度以降は、若干初期投資分ぐらいは減っていくと考えてよろしいのでしょ

うか、それとも規模が膨らんでもっと大きくなる可能性もあるのでしょうか。

〇教育次長（和泉康子君）　本来であれば通年で実施する予定なのですけれども、今年度は初年度とい

うことと募集期間と準備期間です。あと、４月１日以降でないと契約できない等々ありまして、29 年

度に限りましては９カ月を想定しております。30 年以降は 12 カ月できれば、もしかしたらその最初

のとき、１カ月募集期間に要するかもしれませんが、ただ初期投資の分の数十万円というところはかか
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らない予定です。あと３年ぐらいでこれがどのぐらい効果あるかというところも含めまして実施してい

きたいと思いますので、例年大体 700万程度は予算計上させていただくことになるかと思います。

〇委員長（岩間修身君）　ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　ないようですので、３時 10 分まで休憩いたします。

休憩　午後　２時５９分

再開　午後　３時０９分

〇委員長（岩間修身君）　休憩前に引き続き会議を再開いたします。

　　　　◎延会の議決

〇委員長（岩間修身君）　ただいま一般会計予算、教育費までの審議が終わりました。

　質疑の途中ではございますが、本日の会議はこれにて延会にいたしたいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇委員長（岩間修身君）　異議なしと認めます。

　よって、本日はこれにて延会することに決まりました。

　　　　◎延会の宣告

〇委員長（岩間修身君）　本日はこれで延会いたします。

　なお、 16 日の委員会は 10 時から開催いたします。

延会　午後　３時０９分
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